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第 一 日 赤 病 院 栄 養 実 習 感 想

短食2の2並 川 和 子

 6月 の太陽が輝 く16日か ら1週 間私達5人 は第1日

赤病院で実習を行つた。朝のすがすが しい空気を吸い

なが ら元気 よく病院の門を くぐつた。ぶん と匂ふ病院

の一種特別の匂い。私達はここで一一週間新 しき知識を

身につけると云 う新たな喜び と,り つばな実習が 出来

る様に誓いなが ら地下の特別調理室へ入つた。

 「お早 ようございます」 といえば皆 さんの返答の声

も明るい。忙がしくカー ドを くつてお られ る栄養士さ

ん達が目に うつる。私達も指導されつつ実際に就 く新

しい希望のもとに給食課長先生 の実習の心得,入 院患

者数,給 食人員数,一般 調理 とのちがい等のお話を聞い

た後2班 に別れて病院実習生活に入つた。最初の3日

間は特別食である。 ここは主に重患者ネフローゼ,肝

臓病,高 血圧,糖 尿病,腎 臓病の食事をつ くるのであ

る。腎臓病では蛋白質,食 塩の制限を,ネ フローゼで

は水分 と食塩を制限する。 この様に無塩食,流 動食と

その櫨類は患者1人1人 別のものである為大変な仕事

である。健康な人で も食欲の進 まない季節だけに少し

でも美味 しく食べて載 く為に細心の力 と注意がいる。

私達は流動食にごOrange juice, Milk shake,蒸 しリ
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ンゴを作つた。一応実習してあ るのに実際にや らされ

ると何 とな く不安を感 じ当惑するものである。栄養士

さんに調理の秘訣を教わつた り今迄の事を頭に浮べた

りして作つたG蒸 しリンゴは りつばであ り何 とも云え

ない快感であ り嬉 しさであつた。最後の3日 間は一般

食である。此処は特調 と違い一般患者,看 護院学生の

食事をつ くる。何分四{人 の食事を作るのであるか ら

非常に量が多い。調理士さんの手際の良 さ,慣 れた手

附 きで コツコツと,落 付いて機敏にそ して明朗に片付

けて行かれる態度に感心 しつつ,私 達 は沢庵,キ ユ

リ,キ ヤベツ,玉 ネギ等を切つた。

 1日 目は甘玉焼きをした。数多 く盛 られた卵は気持

よく次か ら次へ と焼かれ て行 く。最後の2日 間は フラ

イである。i1-1積みされたフライはさも美味 しそ うであ

る。私達が配膳 した食事が真剣 と忠実そのものの様な

配膳婦さんによつて,次 か ら次へ と脇 目もふ らず且つ

迅速に患老の許に運ばれ る。少 しで も美味 しく食べ さ

せて上げ度いと云 う動作が,自 然に現われて実に美 し

く感 じた,と 共に私達 もどうか患者さん達が少しで も

満足 して頂けば と心に祈つた。

 憂 き事の多い世の中に,病 に苦 しむ人達程憐れなも

のはない とつ くづ く感 じさせ られ る。普通食で結構喜

んで頂ける健康者に くらべ,病 院食には一食毎に栄養

士の真剣な研究 と努力,注 意をは らい,一 食毎に少 し

食物学会誌 ・第5号

で も全快の早か らん事の祈 りを こめることが必要であ

り,如何に栄養士は栄養学の より高い知識を必要 とし,

.…方責任の重大 さを痛切に感 じ,よ り以上の砥究に専

念 しなければな らない と痛切に思つた。一般 調理の昊

習生活はこの様に大量生産 のや り方,機 械 器具の取扱

い操作の習熟,患 者さんの残食調査等を実際に経験 し

いろいろと勉強が出来た。ただ一つ気がか りになつた

のは食器のふちかけである。毎 日毎 日食べる事を唯一

の楽 しみにしてお られる患者 さん もあるだろう。それ

だけに食器のふちかけは良い気持が しない。この点 も

う少 し改善 してゆけばよい と思つた。又時間の関係等

でただ調理場での実習だけで カロ リー計算,栄 養出納

法,栄 養月報等の栄養士事務に関す る仕事が出来なか

つたのが残念であつた。

 この病院実習生活に於て私達はただ理論上調理する

と云 うだけでな く実際に手につける事に よつて栄養一土

の大きな価値があるのだ と深 く痛感 したのである。将

来栄養士 として社会に立つ為に 日常生活に於ても又あ

ゆる面に於て自分の実力を発揮 して,自 分の受持つた

仕事に対 してはあ くまでも責任をもち社会生活の食事

栄養改善に全力をつ くしてゆ くべ きだ と思い,親 切に

して下さつ調理士 さん,栄 養土 さん達に感謝の意を表

わ し,患 者 さん達の1日 も早 く全快 して社会に立つて

ゆかれる様に と祈 りなが ら病院の門を出た。


